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単位：円
 平成21年 4 月 1 日から平成22年 3 月31日まで

Ⅰ  増加の部
　　１．資産増加額　

　　　　資産増加額合計

　  増加額合計
　

Ⅱ  減少の部
　　１．資産減少額

　　　　　当期収支差額

　　　　　什器備品減価償却額

　　　　　助成事業安定化特定預金減少額

　

　　　　資産減少額合計

　  減少額合計
　

　  当期正味財産増加額

　  前期繰越正味財産額

　  期末正味財産合計額

372,523

7,276

10,000,000

0

　

　

　

　

　
　　

10,379,799

科　　　　目 金　　　　　　　　額

４．正味財産増減計算書

0

　

　

　

　

　
　

10,379,799

　
10,379,799

431,680,327

421,300,528

以　上

5.  計算書類に対する注記

 1.　重要な会計方針

　（1）固定資産の減価償却について

　　　什器備品は、定率法による減価償却を実施しています。

　（2）資金の範囲について

　　　資金の範囲は、現金及び預金（基本財産となるもの、及び特定預金を除く）であります。

　　　なお、当期末残高は、次項3に記載のとおりであります。

　（3）消費税等の会計処理について

　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。




